
１＿�獅子に頭をかまれ無病息災を祈願。獅子にかまれて泣きじゃくる子ど
もの姿は昔から変わらない祭りの一場面

２＿�今年の火文字は新たなまちづくりへの期待を込めて「塊」
３＿球磨工高３年生が同校名物「エッサッサ」を力強く披露
４＿令和２年７月豪雨災害での被災から復旧した中川原公園に御旅所設置
５＿�鬼木臼太鼓踊り保存会が勇壮な郷土芸能を演舞
６＿拝殿から勢いよく飛び出す一番獅子も人気のある見どころ
７＿子どもや男性に負けじと女性みこしも元気に「ソイヤッ！」
８＿紺屋町通りなどのまちなかは、みこし行列や見物客でいっぱいに
９＿�呪術的で終始うつむき気味な球磨神楽独特の舞「棟方（むなかた）」
10 ＿第三中は踊り手、唄、太鼓、笛に分かれ伝統舞踊「梅娘」を披露。
11 ＿��行列を終えた後、神社に戻り最後の体力をふり絞って宮入り
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